
　

輸
入
増
と
低
価
格
に
喘
ぐ
日
本
の
米
生
産
の
現

状
を
分
析
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
次
期
農
業
協
定
交
渉
へ
の

対
策
を
講
じ
る
、
専
門
家
に
よ
る
時
宜
を
得
た
解

説
書
で
あ
る
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
学
習
用
資
料
と

し
て
手
元
に
置
い
て
お
き
た
い
一
冊
。

　

第
一
章
「『
国
産
米
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
、
輸
入
米
コ
ン

ニ
チ
ワ
』
に
な
ら
な
い
よ
う
に
」
で
は
日
本
の
食

生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
米
国
の

戦
後
の
小
麦
戦
略
を
、
第
二
章
「
こ
れ

で
わ
か
る
米
輸
入
の
し
く
み
」
で
は
、

ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
（
Ｍ
Ａ
）
方
式

と
関
税
化
方
式
、
関
税
割
当
制
度
な
ど

を
解
説
し
て
い
る
。

　

第
三
章
「
輸
入
米
は
、
大
幅
安
値
で
取
引
き
さ

れ
る
」
で
は
年
間
六
五
万
ト
ン
に
の
ぼ
る
Ｍ
Ａ
米

の
入
札
方
式
を
解
説
し
、
こ
の
う
ち
、
売
買
同
時

入
札
（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）
方
式
は
外
食
産
業
な
ど
の
事
前

発
注
に
よ
り
、
形
式
上
は
国
家
貿
易
だ
が
民
間
貿

易
に
限
り
な
く
近
い
と
し
て
い
る
。
第
四
章
「
米

市
場
の
現
状
と
日
本
が
抱
え
る
三
つ
の
問
題
」
に

よ
る
と
、
日
本
は
世
界
第
五
位
の
米
輸
入
国
、
最

大
の
飼
料
輸
入
大
国
で
あ
る
が
、
国
際
市
況
で
は

タ
イ
米
の
輸
入
価
格
は
一
〇
年
前
と
比
較
し
て
二

倍
に
高
騰
し
て
い
る
。

　

第
五
章
「
国
産
米
価
格
を
脅
か
す
輸
入
米
」
に

よ
る
と
、
食
糧
庁
の
Ｍ
Ａ
米
の
安
全
性
確
認
経
費

が
大
き
く
削
減
さ
れ
て
い
る
。
米
備
蓄
方
式
は
現

行
の
回
転
備
蓄
方
式
で
は
な
く
、
棚
上
げ
備
蓄
方

式
で
あ
れ
ば
生
産
者
米
価
の
引
き
下
げ
要
因
に
な

ら
な
い
。
第
六
章
「
米
輸
入
自
由
化
の
舞
台
裏
」

で
は
、
米
関
税
化
よ
り
Ｍ
Ａ
米
方
式
の
方
が
国
内

へ
の
影
響
が
小
さ
い
と
し
て
い
た
の
が
、
四
年
も

経
た
な
い
う
ち
に
輸
入
を
自
由
化
し
た
の
は
、
何

か
外
圧
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。

　

第
七
章「
世
界
の
食
糧
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
」

で
は
、
世
界
の
栄
養
失
調
・
飢
餓
人
口
約
八
億
人

の
大
半
が
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
に
集
中
し
て

お
り
、
日
本
が
輸
入
し
て
い
る
飼
料
穀
物
二
、
〇

〇
〇
万
ト
ン
は
九
、
〇
〇
〇
万
人
分
の
食
糧
に
相

当
す
る
と
し
て
い
る
。
第
八
章
「
恐
る
べ
き
食
糧

自
給
率
の
低
下
と
規
制
緩
和
症
候
群
」
で
は
、
日

本
の
穀
物
自
給
率
は
世
界
で
一
三
〇
番
目
の
位
置

に
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
が
穀
物
自
給
率
を
大
き
く
向

上
さ
せ
て
い
る
の
と
対
照
的
と
い
う
。
第
九
章

「
食
・
農
を
脅
か
す
多
国
籍
企
業
・
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
戦

略
」
に
よ
れ
ば
、
日
本
政
府
は
自
主
流
通
米
奨
励

金
を
は
じ
め
と
す
る
価
格
安
定
対
策
費
を
大
幅
に

削
減
し
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
自
国
農
産

物
へ
の
「
直
接
支
払
額
総
額
」（
価
格
支
持
と
直
接

支
払
い
を
含
む
）
を
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
協
定
を
無
視
し

て
五
倍
に
増
額
し
て
い
る
。

　

第
一
〇
章
「『
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
』
の
ど
こ
を
改
正
す

る
か
」
で
は
改
正
点
と
し
て
次
の
五
点
を
挙
げ
て

い
る
。
①
第
四
条
（
包
括
的
関
税
化
条
項
）
の
廃

止
。
②
米
の
Ｍ
Ａ
と
関
税
化
の
廃
止
、
あ
る
い
は
、

Ｍ
Ａ
米
の
輸
入
数
量
を
と
り
あ
え
ず
大
幅
に
減
ら

す
、
す
べ
て
の
Ｍ
Ａ
米
に
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
の
上
限

を
適
用
す
る
か
、
上
限
の
引
き
上
げ
を
行
う
、
売

買
同
時
入
札
数
量
の
削
減
か
廃
止
、
Ｍ
Ａ
米
の
安

全
性
確
認
の
方
法
と
結
果
と
を
情
報
公
開
す
る
。

③
国
内
助
成
削
減
の
廃
止
。
④
農
産
物
価
格
支
持

の
た
め
の
政
府
予
算
を
こ
れ
か
ら
も
削

減
す
る
「
改
革
過
程
の
継
続
」
条
文
の

削
除
。
⑤
「
衛
生
植
物
検
疫
措
置
の
適

用
に
関
す
る
協
定
」（「
Ｓ
Ｐ
Ｓ
協
定
」）

に
定
め
ら
れ
た
「
コ
ー
デ
ッ
ク
ス
委
員

会
」
の
食
品
の
規
格
基
準
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加

盟
国
が
従
う
と
い
う
条
項
の
廃
止
、
お
よ
び
国
際

基
準
と
異
な
る
基
準
を
採
用
す
る
際
の
科
学
的
根

拠
の
定
義
を
具
体
的
に
さ
せ
る
、
国
際
基
準
の
適

用
対
象
か
ら
さ
し
あ
た
り
地
方
自
治
体
お
よ
び
関

連
団
体
を
除
く
。

　

次
期
交
渉
で
は
わ
が
国
の
立
場
を
堂
々
と
主
張

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
二
〇
〇
〇
年
九
月
、一
九
一
頁
、一
、四
〇
〇
円
）

（
桜
井
慎
悟
）
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『
恐
る
べ
き
「
輸
入
米
」
戦
略

Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
か
ら
米
と
田
ん
ぼ
を
守
る
た
め
に
』

河
相　

一
成
著
（
合
同
出
版
）　
　


